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三次中学校区 

キャリア教育実践の手引き 
～コミュニティ・スクールを生かして～ 
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三次中学校区は，河内小学校・三次小学校・三次中学校の２小１中で構成されて

います。本校区では，「地域になくてはならぬ学校づくり」と「持続可能な地域の担

い手づくり」に取り組んでおり，特に，令和４年度よりコミュニティ・スク－ルを

導入し，学校，地域，保護者，関係機関等が連携・協働して子どもたちを支援し，

共にまちづくりを進める活動を展開しています。 

 「キャリア教育をどのように進めていけばいいのだろう…。」最初，三次中学校区

でもそう感じながら，スタートしました。それまでは，様々な取組が学年会を中心

とした「個」の取組が主でしたが，コミュニティ・スクールやその前身である地域

支援懇話会に学校の様々な取組の計画や事前準備の段階から「参画」してもらうこ

とで教育の質の向上，持続可能な取組へと高まっていっていると感じています。 

この手引きでは，キャリア教育の取組に対して誰もが悩んでしまいやすいものを

問い（Ｑ）にした構成としています。問いに対する答えは様々だと思いますが，三

次中学校区ではどのように取組を進めていったのか，留意点等を「ポイント」とし

て記載しています。 

この手引きが，本校区の一層の発展はもちろんのこと，この手引きを読まれてい

る各校の皆様にとっても参考となるものであれば幸いです。 
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1 中学校区として系統的に育成を目指す資質・能力について 

Ｑ 「資質・能力」をどのように設定すればよいだろう。 

（１）三次中学校生徒の実態把握 

 まず，三次中学校では，コミュニティ・スクール導入前に，「総合質問紙調査 

i-check）」を中心に生徒の実態を把握しました。特に，肯定的回答が高い結果となっ

たのは，次の３つの項目です。 

  三次中学校での生徒実態把握（Ｒ２年度総合質問紙調査（i-check）） 

項目 ６月 ２月 増減 

自分なりに努力したことがうまくいって，う

れしかったことがありますか。 

90.0％ 92.3％ ＋2.3 

学校の授業やクラスの役割などで，自分は先

生から期待されているのだな，友だちからた

よりにされているのだな，と感じることはあ

りますか。 

48.4％ 58.9％ ＋10.5 

あなたは，ものごとを行うとき，次に何をす

べきかを自分なりに判断して行動しています

か。 

86.2％ 87.7％ ＋1.5 

一方で，特に肯定的回答が低い結果であったのは，次の３つの項目です。 

項目 ６月 ２月 増減 

夢中になった，勉強が面白いと思った，やる

気が出たという記憶に残っている授業があり

ますか。 

71.6% 66.7％ -4.9 

クラス全体やグループ，友だち同士で話し合

いをするとき，自分の意見を積極的に発言し

ていますか。 

64.4％ 59.7% -4.7 

クラスの話し合いや友だちとの間で意見が合

わなかったとき，みんなが納得できるように

考えて提案していますか。 

51.8％ 49.3％ -2.5 

 

 

 

 

ポイント  

児童生徒の実態把握をするために，各校において全国学力学習状況調査や広島

県「基礎・基本」定着状況調査などの各種学力調査や校内アンケートの分析など，

今あるものから活用する。 
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三次中学校区の子どもたちに身に付けさせたい力」 

・チャレンジできる        ・自分の意見を主張できる 

・自分で考え行動することができる ・あいさつ，コミュニケーション力 

・人のために行動する心と力  

・地域に対する誇り，「ふるさと三次」を根っこにもっておくこと       等 

総合質問紙調査（i-check），全国学力学習状況調査質問紙，広島県「基礎・基本」

定着状況調査質問紙等の各種調査結果だけでなく，三次中学校区の教職員でも目指

す生徒像について話し合いました。各小中学校の先生方に「生徒が社会に出るときに

身に付けさせておくべき力」「中学校卒業時に目指す生徒の姿」についてのアンケー

トを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）三次中学校区の児童生徒への思いを共有するための懇話会 

「資質・能力」の設定の際は、地域の願いなども重要な視点です。本校区では、コ

ミュニティ・スクール導入以前から，学校運営協議会の前身である「みよし学園地域

支援懇話会（令和４年度から現在の学校運営協議会に移行）」が立ち上げられていま

す。３５名もの方が参加された会の中で，「１ どんな力を身に付けさせたいか」「２ 

どんな取組があればよいか」「３ それぞれの立場でどんなことができそうか」につ

いてグループで話し合いました。地域の方からは，「チャレンジできる子や自分で考

え行動できる子になってほしい」「人のために行動する心と力をもってほしい」「地域

に対する誇りをもってほしい」などの願いや思いを聴くことができ，目指す生徒の具

体的な姿を共有することができました。 

 

 

 

 

 

 

これらの結果を踏まえて，主体的に学ぼうとする力，協働的に課題を解決する力を

育成する必要があることが分かりました。 

「生徒が社会に出るときに身に付けさせておくべき力」 

・適切な距離感で周りの人とコミュニケーションをとること。 

・自分からＳＯＳを出すこと。 

・人を大切にする思いやりの心をもって行動すること。 

・良好な人間関係を築き，協働的に取り組むこと。   等 

中学校卒業時に目指す生徒の姿」 

・自律できる生徒 

・人のために行動することができる生徒 

・自分や周りの人の良いところを認め、高め合うことのできる生徒 

・相手の気持ちを考え，よりよい人間関係を築くコミュニケーション能力 

・自分の人生について，上手くいかないことがあっても諦めずに切り拓き， 

生きていく力                           等 
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（３）三次中学校区の児童生徒に身に付けさせたい資質・能力の設定 

中学校教職員（先生方の意見を集約するた

めに，アンケートを実施（別紙１））・小学校教

職員・地域の方々の思いを最終的に分類し，表

にまとめて整理しました。そして，身に付けさ

せたい資質・能力を「①自らの目標を持ち，自

分から行動し，課題解決する力」「②自分の考

えを，論理的に説明する力」「③他者と協働し

て課題解決する力」の３つに設定しました。 

さらに，その３つの資質・能力をキャリア

教育の基礎的・汎用的能力と照らし合わせ，

三次中学校区の育てたい資質・能力を「①主

体性」「②コミュニケーション能力」「③協調

性」に決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙

１ 
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（４）資質・能力の共有 

Ｑ 校区で共通した資質・能力を設定したら，それを日々の中で使うためにはどう

すればよいのだろうか。 

資質・能力の設定により，中学校卒業時の生徒の目指す姿が見えてきました。その

後，教師だけでなく，児童生徒も共にも共にわかりやすい，評価しやすいものにして

いくことが大切です。そのためには，次の 2 点が重要です。 

①資質・能力に係る系統表作成について 

資質・能力の設定後は，小中９年間で育成していく「資質・能力に係る系統表」を

作成します。まずは中学 3 年生のゴールの姿から作成し，「中３→中 2→中１→小６

…」とすると，次の学年や前の学年の資質・能力を踏まえて，各発達段階でどのよう

な資質能力を身に付けていくのかが見えやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ポイント  

・９年間で育成していく児童生徒の姿が見取れる「資質・能力系統表」を作成する。 

・「資質・能力系統表」をもとに、児童生徒の具体的な姿を共有するルーブリック

表を作成する。 

＜資質・能力設定の留意点＞ 

・「～することができ，～することができる。」などと評価項目を 1 文の中に複 

数入れるのではなく，「～することができる。」と 1 文で表現する。 

・ルーブリック評価は、「①小学校低学年と小学校中学年」「②小学校高学年と中学校第 

１学年」③「中学校第２学年と第３学年」と２学年ごとで設定している。これは、児 

童生徒が継続的に自己評価することができ、自らの成長を実感しやすいと考えるため 

である。また，中学校第 1 学年を同じ評価項目にすることにより，中学校への見通し 

をもたせる。 

系統表にすることで

全教職員が共通認識

をもって取り組むこ

とができる！ 
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①  ルーブリック表作成 

「資質・能力系統表」をもとにルーブリック表を作成しました。これは各学校の 

児童生徒の実態を踏まえたものにすることが大切です。また，子どもが具体的にイ 

メージしやすい言葉で明示することで，自己評価しやすいものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ルーブリック表の活用について（河内小学校の場合）～ 

 年度初めに，キャリア教育についての職員研修を行い，三次中学校区で児童生

徒にどのような資質・能力をつけていくのか確認する。「３つの力ルーブリック

表」についての説明等を研究主任が行い，教職員の共通理解を図る。 

 

①  年度初めの早い時期に全校朝会を行い，三次中学校区でつけたい力につい

て，スライドを活用し、児童と共有する。中学校卒業時のゴールの姿を示し，

小学生でつけておきたい資質・能力について「３つの力ルーブリック表」を

用いながら説明し，確認しました。 

※低学年（特に 1 年生）は，4 月の段階では理解が難しいので，学校生活に 

慣れた時期に，担任から再度児童にわかりやすい言葉で説明し，キャリア・ 

ログに記入。 

中学年，高学年は全校朝会後，担任から説明を聞き，キャリア・ログの記 

入。 

 

② 説明だけでは，イメージがわきにくいので，具体的にどんな姿がよいのかと

いうことを，普段の児童の学習の様子，生活の様子から見つけ、写真に撮るな

どしておき，全校朝会等の場等でスライドを用いて紹介する。 

学期末には，校長先生から各学年の素敵な姿を紹

介していただいたことで，目指すべき姿が明確に

なっていきました。学校通信，学級通信でも子ど

も達の素敵な姿を発信することで，地域・保護者

にも理解を得られ，応援していただくことにつな

がりました。 
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三次中学校区「資質・能力系統表」を河内小学校では，児童にとって分かりやすい言葉

で示した。（自校の児童実態を踏まえて，三次中学校区の３つの資質・能力に加えて，

「社会形成能力」も入れている。） 

（左表：１～３年生用 右表：４～６年生用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「河内小学校ルーブリック表」より 

 

上記の表をもとに，授業で活用する 

「できた度表」（ルーブリック）を作成 

視覚化の工夫 
「できた度」の項目には，ど
れくらいできたか色を塗る。
「ふりかえり」の項目では，
できた度についてどうしてそ
のように色をぬったのか，次
にしてみたいこと等を記述す
る。 
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２ コミュニティ・スクールを活用したキャリア教育について 

（１）コミュニティ・スクールとの連携 

Ｑ 具体的にコミュニティ・スクールとどのように連携すればよいのだろうか。 

三次中学校区では，令和４年度よりコミュニティ・スクールがスタートしました。 

 
この図の緑色の部分は，コミュニティ・スクールに参加いただいている各諸団体で

す。自治会や商店街の方など，多くの立場の人が協力してくださっています。子ども

たちにどのような力をつけたいのかを共有することで，学校運営，支援，キャリア教

育，地域貢献など学校教育の充実を目指しています。現在，コミュニティ・スクール

の中に，５つの部会があり，その１つに「キャリア教育部会」を位置づけています。 

 

 

ポイント  

（三次中学校区では）コミュニティ・スクールの中にある部会（キャリア教育部会）と

連携。年間を見通した取組を共有するための「年間活動計画表」で進捗状況を確認する。 
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これは，キャリア教育担当が作成した，各部会の活動をまとめた年間活動計画表で

す。この表で「いつ頃に」「どの学校が」「どういう取組を行うのか」等について明確

になります。取組を行う前に，学校運営協議会会長を中心に連携し，確認をしたり取

組をスムーズに進めたりすることができています。 

取組内容や時期等の改善は，取組実施後，学校運営協議会委員の方等と今後につい

て話し，学期末等に次年度を意識して改善・作成を行っています。 

学校運営協議会委員の方々と学校のスムーズな連携により，本校区の小中が合同

でボランティアを行ったり，それぞれの学校が独自の取組を進めたりすることがで

きています。 
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ＣＳ導入後は，学校運営協議会委員の方々と共に実施趣旨や児童生徒に身に付け

させたい資質・能力を共有するようになりました。中学校第１学年の「グッドタウン

みよし」の実践を例に説明します。CS 導入後，単元の中で複数回、外部人材に参加

していただくこととなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組のねらいや内容についての共通認識を図ることで，「地域の子どもに地域全体

で関わっている」「全員で同じ方向を向いて取り組んでいる」ことにつながっていき

ます。学校運営協議会委員の方々に学習活動を充実させるために適した講師を紹介

していただき，複数回の「アイデア検討」や模擬発表・最終発表への参加等により，

共に児童生徒の成長をより感じていただけるようになります。 

 

 

 

 

 

ここだけ CSへ依頼 CS導入前 

CS導入後 

＜実施趣旨を伝える際の工夫＞（詳細は 27 ページに記載） 

学校運営協議会委員の方々や講師と共通認識をもつために，「三次中学校が目指

している３つの資質・能力」を表にしたものを提示し、学習活動の中でそれぞれ

の資質・能力がどのような姿で表れるか，目指す生徒の姿を具体化して説明す

る。 
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（２）三次中学校区オリジナルカリキュラム 

三次市では，「高い志をもち，夢や目標の実現に向け，挑戦する子ども」を育成す

るために，全校でキャリア教育を軸とした「コアカリキュラム」を実施しています。 

また，各中学校区の子どもの実態に応じた力を伸ばし高めていくため，各中学校区

の特色に応じ，小学校６年間，中学校３年間の計９年間を１つのスパンとして指導内

容の連続性を意識した「オリジナルカリキュラム」を編成し，実施しています。 

三次中学校区では，「校区まちガイド（郷土学習）」として，表１のような内容の取

組を行い，中学３年次で行う「みよしまちガイド」を９年間のゴールとして取り組ん

でいます。このようにゴールに向かって各学年，各学校が取組を進めることで，同じ

方向を向いた取組となります。 

【表１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中学校区で「オリジナルカリキュラム」を編成，実施していますが，単元名は， 

それぞれの学校に独自性があり，学校ごとに異なっているものもあります。 

 

 

 

 

Ｑ ９年間を見通して系統的に取り組むことで資質・能力を伸ばすことができない 

だろうか。 

学年 オリジナルカリキュラム（まちガイド育成プログラム） 

小１ 三次の四季を楽しもう 

小２ そだてよう自分の野菜 

小３ ふるさとはっけん三次探検隊 

小４ ふるさとはっけん 

小５ つながる 三次！～ボランティアをしよう～ 

小６ つながる 三次！～伝統文化を考えよう～ 

中１ グッドタウンみよし 

中２ まちづくり提言(職場体験学習を通して) 

中３ みよしまちガイド 

ポイント  

「資質・能力系統表」と同様に，９年間を見通したカリキュラムを作成。小中で

同じ方向を向いた取組にする。そのためには，９年間のゴールである中学校 3 年

生の目指す姿を意識したカリキュラムにしていくことが重要である。 

                     ９年間のゴール 
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〇河内小学校（１・２学年）の実践事例 

ア 単元名  

「校区まちガイド：もっとなかよしまちたんけん～こうちのじまんをしょうかい 

しょう～」 

地域探検や地域の方々と触れ合う活動を通して，地域のよさ 

や人々の思いに気づき，地域への愛着を深めることをねらいと

している。生活科では，学校付近の散策により春の花みつけ，

夏の昆虫探し，ぶどう栽培のお手伝い，秋のどんぐり見つけな

ど，地域の自然や生き物，野菜・果物などに着目した「まちた

んけん」の学習を行っている。また，西城川下り「かっぱ道場」

や鮎の塩焼きの試食，学校裏地でのぶどうの苗木植えなど，地

域の方々が支援してくださり，子どもたちに多くの体験の場を

提供いただいている。それらの取組を学習に生かす単元構成とした。 

  

イ 学習の概要，地域の方との連携 

本単元では，ぶどう栽培に携わっておられる方へのインタビ 

ューから地域の方の思いや苦労などをまとめ，児童の学習意欲 

を喚起するために，壁新聞で保育園児さんに伝えることを最終 

ゴールとして学習を進めた。 

 インタビューを行うにあたり，約１カ月前から生産者の方と学習の目的や栽培 

にかける思いなどを共有しながら打ち合わせを行った。インタビューは栽培活動 

が一段落した後，11 月ごろに行った。内容を聞き逃さないよう，タブレットでメ 

モしたり音声を録音したりする児童もいた。インタビューの内容は，「栽培してい 

るぶどうの種類」「どうして河内でぶどう栽培をしようと思われたのか」などであ 

る。子どもの興味・関心を引く内容や地域への思いなどを聞き取り，壁新聞にまと 

めた。また，思考を整理するためにシンキングツールを活用したり，ルーブリック 

の自己評価を行ったりすることで，単元で付けたい資質・能力を子どもたちにも意 

識させながら，主体的な学習を展開することができた。 

 

ウ 本単元における目指す資質・能力 

 

 

コミュニケーション能力 協調性 主体性 

他者とのかかわりを通

して，自分の良さや友達

の良さを認め合うこと

ができる。 

季節や行事に関わる活

動を行う中で，他者とと

もに活動することの楽

しさを知る。 

健康や安全，決まりなど

を大切にして行動しよ

うとする。 
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エ ルーブリック表の作成 

 本単元でねらう資質・能力から，さらに具体的で評価できる学習内容とするた 

めの文言を整理し児童と共有を図ることにより，児童が振り返りを通して，メタ 

認知が高まった。 

 コミュニケーション能力 協調性 主体性 

Ａ（３） 自分の意見を発表し，良
さを見つけながらまと
め，次にやることが分か
った。 

友達と協力し，よく分か
る工夫をしながら新聞
にまとめた。 

安全やきまりに気をつけ
ながら，インタビューし
たり，新たな質問をした
りできた。 

Ｂ（２） 自分の意見を発表し，友
達と比べたり良さを見つ
けたりできた。 

友達と協力し，新聞にま
とめることができた。 

安全やきまりに気をつけ
ながら，インタビューが
できた。 

Ｃ（１） 自分の意見を発表した。 
新聞に調べたことを書
いた。 

地域の方の話を聞くこと
ができた。 

 

オ 資質・能力を高める工夫と実際 

  単元計画に沿って，ルーブリック表を作成した。3 観点を小単元ごとに評価項

目として入れ込んだ表にして，着色状況で自己評価を表したり，記述させたりし

て振り返りを行った。小単元終了後のルーブリック表でのふりかえりは以下のと

おりである。 

 

 

 

 

 

 

  

活動の始めにおいて，児童は「おいしい

ぶどうが食べられる。」という思いしかも

っていなかった。しかし，単元が進むにつ

れて，「生産者さんの思いや，ぶどうづく

りの工夫などのことも，インタビューを

してみたい。」という思いに変わり，地域

への思いだけでなく，最後に発表する近

隣の保育園の子どもたちの興味・関心を

ひく内容などもインタビューすることが

できた。（主体性）さらには，地域の方の思いを知り，「自分たちもおいしいぶどうづ

くりに関わるためには，何ができるのか」を考える児童も出てきた。（コミュニケー

ション能力） 
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カ 評価の実際について 

・児童と単元学習前に学習のめあてを確認し，学習後にルーブリック表や記述で 

自己評価させる。 

 ・行動観察や発言から，主体的に学習へ向かう態度面を評価する。 

 ・事後の感想（お礼のお手紙や絵日記）から変容を見取る。 

 ・ウェビングマップを作成させ，学習前と学習後を比較し言語の広がりから変容 

を探る。 

     （単元導入時）           （単元終了後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 活動に係る資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
児童のお礼のお手紙 児童が作成したかべ新聞 

糖度計で測る児童 

おいしいぶどうができました！ 

2 年 ◆◆◇

2年 △△▼▼ 

収穫時の気づ

き，販売時の適

正な重さのこと

を記述してい

る。 

ぶどうの品

種名や木に

ついての気

づき等を記

述してい

る。 
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〇三次小学校（６学年）の実践事例 

ア 単元名  

「つながる三次～にぎわいのある街にする企画を提案しよう～」 

本単元は，自分たちの住む地域について興味をもって調べたり，地域の方の思い

を聞いたりすることで，自分たちの住む地域で受け継がれてきた文化・歴史の良さ

に気付き，地域のよさを伝えるために，自分たちにできることを考えて地域の方に

提案することをねらいとしている。 

自分たちが住んでいる三次町には，多くの文化や歴史が残っている。そんな文化

や歴史に興味をもち，現在まで受け継がれている理由や三次町の良さを伝える方法

などを考えていくことで，「三次町が好き。」「三次町のよさを知ってもらいたい。」

「三次町にたくさんの人に来てもらいたい。」などの想いにつなげ，地域の一員と

しての自覚や愛着が高めたいと考え，単元を設定した。 

 

イ 学習の概要，地域の方との連携 

本単元では，主に，三次町にある比熊山をより盛り上げるた

めに，比熊山について，地域の方にお話をしていただいたり，実

際に比熊山に登ったりして情報を集め，「歴史」「文化」「観光」の

３つの視点からグループに分かれて整理・分析をしてまとめ，企

画書を作成し，地域の方に提出する計画を立てた。 

地域の方との連携については，まず，コミュニティセンターの館

長に学習の趣旨を伝え，ゲストティーチャーとしてふさわしい人

を探していただいた。その後の連携も，館長を通じて日程の調整

や打ち合わせを行い，２回ほど来校していただき，さらに，比熊

山登山にも来ていただいた。 

比熊山に詳しい地域の方から説明をしていただいた内容をグ 

ループごとにまとめ，プレゼンを作成した後，改めて地域の方に

内容を発表し，アドバイスをいただいた。地域の方から頑張りを伝えてもらったり，

改善点を教えてもらったりしたことで，グループで協力して主体的に学習に臨む姿

が見られた。 

    

ウ 本単元における目指す資質・能力 

コミュニケーション能力 協調性 主体性 

・自分の考えをもち，言葉や資料

をもとに伝え合っている。 

・他者の思いを受け止め，自他の

良さを生かしながら認め合い，

よりよい内容にしている。 

・目標達成のため，自分や

他者の役割を理解し，協

力する中で，アドバイス

している。 

・ふるさと三次の良さを知っ

てもらうために，課題を見

つけさらに詳しく調べよう

としている。 
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エ ルーブリック表の作成 

 コミュニケーション能力 協調性 主体性 

Ａ

（３） 

他者の評価を受け止め，自
他の良さを生かしながら，よ
りよい内容にしようとした。 

 目標達成のために，自他
や他者の役割を理解し，協
力する中で，アドバイスす
ることができた。 

ふるさと三次の良さを
知ってもらうために，課題
を見つけ，さらに詳しく調
べようとした。 

Ｂ

（２） 

 他者の評価を受け止め，そ
の評価を取り入れた。 
 

目標達成のために，自他
や他者の役割を理解し，協
力することができた。 

ふるさと三次の良さを
知ってもらうために，課題
を見つけ，調べようとし
た。 

Ｃ

（１） 

他者の評価を受け止めた。 
 

目標達成のために，自他
や他者の役割を理解した。 

 

ふるさと三次の良さを
知ってもらうために，課題
を見つけた。 

 

オ 資質・能力を高める工夫と実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の方からの思いを受けて，学習に取り組んだことで，児童は目的意識をしっか

りともって取り組むことができた。 

・以前は，自分の思いが通らなければすねたり，怒ったりする傾向が見られたが，学

習を通して，現実を見据えて可能かどうかを考えることができるようになった。さ

らに，友達との話し合いも進められるようになった。 

 

カ 評価の実際について 

・単元導入時にめあてや目的を確認し，活動ごとに振り返りシートで自己評価を 

行う。（資質・能力について４段階評価 及び 記述） 

・行動観察や発言，ワークシート等から，主体的に学習に向かい態度面を評価する。 

・児童が作成した企画書をもとに評価する。 

・発表時に相互評価を行う。 

比熊山のよさをいろんな人に

伝えることができてよかっ

た。 

【コミュニケーション能力】 

企画書を作る中で、

三次町の良さにも 

触れることができた

のがよかった。 

【主体性】 
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キ 活動に係る資料 

～児童が作成した資料（ロイロノート）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史グループ 文化グループ 

観光グループ 

比熊山登山マップ（手作り） 
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〇三次中学校（１学年）の実践事例 

ア 単元名  

「グッドタウンみよし」 

本単元では，三次を盛り上げようとしている地域の聞き取りから地域の方の思

いや取組などを参考に，地域の方に向けて「三次の活性化（稼げる観光）」の提案

を最終ゴールとして学習を進めた。自分たちの住んでいる三次町の伝統や文化に

興味をもつとともに，三次市全体の伝統や文化について興味を広げ，自分たちが

できることについての探究的な学習を行う。具体的には三次市の経済発展の現状

に着目した上で，三次市の活性化について課題を設定する。 

三次市の現状と課題について講話を聞いた上で，「三次市を発展させたい」，「三

次市に今あるものを活用できないか」「三次市内の取組で見直すべきものはない

か」などの考え方につなげ，「三次市の強み・弱み」について考え，整理・分析や

まとめ・表現できるようにすることをねらいとしている。 

 

 イ 学習の概要，地域の方との連携 

「知りたい」「調べてみたい」という探究心を高めるように単元計画を工夫し

た。 具体的には，生徒が課題について身近でわかりやすい場面を設定し，「三次

の活性化」をテーマに取り上げることでより生徒の課題意識を高めた。また，１

人１探究をゴールとすることで，自ら課題を解決しなければならないという責任

感を持たせる。また，自分の考えをブラッシュアップさせてより良いものにして

いくために，自分の考えを仲間と共有したり，相談したりする場面を設定し，生

徒自身が仲間と協力する姿が見られた。ゲストティーチャーを招聘し，生徒が実

際に見たり体験したりする活動を多く取り入れることで，授業や活動の楽しさを

感じている姿が多く見られた。 

この取組を進めるにあたり，学校運営協議会委員の方にはこの取組を始める３

カ月前の計画段階から参画していただき，該当学年である１学年と連携を行った。

取組の途中での連携は，学校運営協議会（会長，副会長）とその都度行い，講師

の選定も行った。生徒のアイデア検討の場面では１０名の方に講師として参加し

ていただくことができた。アイデア検討２回，発表会１回の計３回生徒に関わっ

ていただき，生徒とのつながりや成長の様子も見ていただくことができた。 

 

ウ 本単元における目指す資質・能力 

コミュニケーション能力 協調性 主体性 

他者の思いを受け止め，言葉

で伝え合うことを通して，互

いを理解し合うことができ

る。 

目標達成のために，自らの役

割を理解し，他者と協力でき

る。 

自ら行動して新たな価値を生

み出し，積極的に他に貢献し

ようとする。 
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エ ルーブリック表の作成 

 コミュニケーション能力 協調性 主体性 

満足で

きる 

自分の考えと仲間や講師
の方の考えを論理的に比
較検討することで考えを
深めることができる。 

三次活性化を目指すとい
う目標達成のために，仲間
や講師の方との話し合い
から，よく分かる工夫をし
ながら企画書にまとめる
ことができる。 

自ら行動して企画書を作
成し，積極的に三次の活性
化に貢献しようとする。 

概ね満

足でき

る 

自分の考えと仲間や講師
の方の考えを比較検討す
ることで考えをもつこと
ができる。 

三次活性化を目指すとい
う目標達成のために，仲間
や講師の方との話し合い
から，企画書にまとめるこ
とができる。 

自ら行動して企画書を作
成し，三次の活性化に貢献
しようとする。 

 

オ 資質・能力を高める工夫と実際 

  取組に対して，はじめにオリエンテーションを行い，つけたい力（３つの資質・ 

能力）や単元の流れを確認した。それぞれの授業（１時間）においても，授業導

入時に，ねらい（この時間でつけたい力）を全体で確認することで，目指す姿の

具体化につながり，振り返りで自己評価しやすくなる。他者評価として，教職員

やゲストティーチャーが目指す資質・能力を意識しながら授業における生徒の姿

に対する肯定的評価を行ったり，振り返りに対して教職員がコメントをしたりす

ることで，学びへの価値づけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表して、アドバイスももらえたし、しっかり自分の企画を言えてよか

ったです。自分のパンフレットに、自分のグループの案のことも書いて

宣伝すると、もっとグループの案が実現化できると思いました。（主体性） 

友達や講師の方と話すことで，自分一人では気づけなかったことが直せた。

箇条書きにして、わかりやすくなったと思う。（協調性） 

 

最初に比べ、相手意識をもって、自分の考えをしっかり発表できてよか

った。誰か一人のアイデアでも実現してほしい。（主体性） 

グループで相談して、おしいポイントなどを決めることができた。 

（コミュニケーション能力） 

企画書が完成した。自分の発表を聞く人にわかりやすく伝えたいと思っ

た。（協調性） 

完成した企画書をもとに、グループで発表の練習を行った。自分も含め、

発表練習ではつまるときがありスムーズに進まなかったのでもう少しゆ

っくり話すことを意識していく。（主体性） 



21 

 

 カ 評価の実際について 

・生徒と単元学習前に学習のめあてを確認し，学習後に記述をもとに自己評価 

させる。 

  ・行動観察や発言から，主体的に学習へ向かう態度面を評価する。 

  ・生徒が作成した企画書をもとに評価する。 

  ・発表時に相互評価を行う。 

 

キ 活動に係る資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の方が入っての「アイ

デア検討・企画書作成」 

実際に町内に出て，生徒に考えさ

せることにつなげているグループ 
発表会の場面 



22 

 

（３） 出前授業 

Ｑ 教科等の学習において，児童生徒に「学ぶ意義」を感じさせたいとき，どのよ

うな工夫をすればよいのだろうか。 

「先生，〇〇（教科名）って何のためにするの？」こんなことを子どもから聞かれ

たことはありませんか。子どもからの「学習していることが，将来とどのようにつな

がっているのか」という問いの答えを子供たち自身が見つけていくことが大事だと

考えます。そこで，学習と生活（日常）をつなぐものの一つに「出前授業」を計画し

ました。社会や地域で活躍されている方に授業をしていただくことで，日々の学習と

生活（日常）・仕事のつながりや，講師の方の話から「自分はまだ〇〇ができていな

いのでがんばろう。」や「（将来のためにも）△△をより一層がんばっていこう。」な

ど，自分を見つめ直すことにもつながっていきます。 

 

地域の方による出前授業の例 

国語科「パンフレットを読もう」（株式会社東洋広告） 

 【三次市立三次小学校 第４学年】 

国語科において育成する資質・能力 

・多様な情報を集める方法，課題を解決するために効率的・効果的な手段をより
よく選択して，情報を集めることができるようになる。 

・収集した情報をより深く整理・分析したり，自分の意見により確かな根拠付け
を行ったりさせることで，整理・分析することができるようになる。 

・相手や目的に応じて分かりやすく伝わるように，論理的で効果的な表現の工夫
をしたり，学習を振り返る中で，より物事や自分自身に関して深い気付きとな
るような考え方を深めたりすることができるようになる。 

事前連携・準備 

・国語科「パンフレットを読もう」において，「詳しく教えてくださる人がいたら 
よいな。」と児童からの意見が出た。 

・その思いを受けて，ゲストティーチャーをさがす中で，保護者の中に広告関係 
の仕事をされている方がおられ，ゲストティーチャーの依頼をした。 

・ゲストティーチャーに，学習の意図や内容，学校の生徒への思いを伝え，計画を 
立てた。  
＊ポスターやリーフレットなど，発信方法の役割・はたらきについて 

 ＊児童が悩んでいること（自分が伝えたいことを伝えるための方法は？）等 
・授業を行うにあたり，企業が準備してくださったアンケートを実施した。 
その結果を基に，授業を行ってくださった。 
 

ポイント 

普段学んでいる授業と生活をつなぐために，地域（社会）で活躍されている方に学習

内容や教科の本質と，自身の働くことを結び付けた「出前授業」を依頼し，実施する。 
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学習の流れ 

１ つかもう（主体性） 
①今の自分と出会おう！「どんなことになやんでいるの？」 
②まずは何から？「大切なことは，急がば回れ」 
③さあ考えよう！・どんな人に・何を・なぜ・いつ，どこで「伝えたい？」 
④「ポスター」「ちらし」「パンフレット」作りのコツとポイント（GT 来校） 
 ※ 保護者にもキャリア教育について知っていただくため，参観日に授業をし

ていただいた。 
⑤ジャンプ率をつかもう 
⑥縦書き？横書き？「人の目の動きに着目しよう！」 
⑦どっちが大事？「大事てんびんを作ろう」 
⑧伝えたいことを整理しよう「機能？カラフルさ？値段？お得感？ 等」 
⑨大事なものにスポットライトを当てよう！ 
「色のライト」「地のライト」「余白のライト」「サイズのライト」「そろえない 
ライト」 

 
２ 簡単なチラシを作成しよう（コミュニケーション能力・協調性） 
・数回に渡り，児童が作成したチラシに対してアドバイスをいただいた。（ゲス
トティーチャー来校） 

 
３ 振り返ろう（主体性・協調性） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【授業の様子】２つのポスターを見て、気付くことは？ 

左は色が薄いけど，右は濃いです。 

左は絵がかいてあるから，三次をめぐる

楽しさが伝わります。 

文字の色によって，どのような違

いがあるかというと・・・ 
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児童の振り返り，教職員や地域の方々の思い 

（児童の振り返りから） 
・パンフレットに書いてある文字や文章は，作成した人が伝えたいことや，見る
人が知りたいことを予測しながら書いていることが分かった。おかげで，国語
の教科書に載っている資料を読むとき，「このパンフレットは何を伝えたいのか
を考えたり，パンフレットのたりない部分を考えたりしながら読むことができ
た。今まで町に貼ってあるポスターやパンフレットはただ見るだけだったけれ
ど，帰り道に立ち止まって見ると，伝えたい言葉を短い言葉でわかりやすく書
く方法が見つかった。新聞の宿題のときに使いたい。 

・社会見学でいただいたパンフレットを見ると，文字と写真や絵の使い方がすっ
きりしていることに気が付いた。文章と絵の関係が何となくわかるようになっ
てきた。理科の教科書もここというところは大きな文字で書いてあったり，写
真が貼ってあったりしていることに気付いた。なんとなく，どの問題がテスト
に出るのか予想しながら見ることができた。 

 
（教職員の思い） 
・児童は，これまでに様々な説明的な文章を読んでおり，第３学年では身の回り
のポスターの工夫などについても考えている。また，社会科や総合的な学習の
時間などにおいて，課題を追究するために資料を読む経験も積んでいる。こう
したことを踏まえ，学習では，パンフレットの特性について捉えさせたいとい
う思いで，ゲストティーチャーと連携を図った。 

・ゲストティーチャーによる授業を終え，パンフレットを読んで文章の内容や構
造を捉え，パンフレットに使われている語句を，特徴や使い方によって類別し
て捉えるとともに，内容の中心となる語や文を選ぶことができるようになった
児童が増えた。説明文の学習でも，段落の中の中心語に着目できる児童も増え
てきた。自分の意見や感想を言うときも，「相手に分かりやすく短く！具体と抽
象」を意識して，話そうとする児童が増えてきた。また，児童は，身近に掲示し
てあるパンフレットに使われている文や言葉，絵や写真の特徴や役割を捉えな
がら，パンフレットの読み方や工夫について考えるようになってきた。 

 
（ゲストティーチャーの感想） 
・ 授業では，文字の大きさや位置，文章と絵との関係など，パンフレットを見て
気付いたことを出し合ったり，知りたい情報を得るためにパンフレットをどの
ように読めばよいのかを考えたりすることで，パンフレットが目的や相手に応
じて工夫して作られていることに，たくさんの子が気付いたと思います。実際
にパンフレットを作成するときに，子どもたちが口ぐせのように「どっちが大
事！」と言いながら目的に応じた色や写真，見出しの言葉を選んでいたことが
とても印象的でした。どのような話をしても真剣に聞き，質問をしてくれたり，
自分たちの考えをどんどん出してくれたりする子どもたちとの授業は，とても
楽しかったです。また，子どもたちから気付かされることもたくさんありまし
た。子どもたちの考え方や，見方，感じ方が参考になりました。私の仕事の中で
も生かしていきたいと思いました。 
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社会科【三次中学校第１学年】 

「三次の道路を観察する」（三次地方史研究会） 

目的と育成する資質・能力 

（目的）三次活性化のための「稼げる観光」を考えるために，三次町の小路につ

いて知る。 

〇「小路」をキーワードに三次の町における人々の生活の特色やその変容の理由

を，様々な条件に着目し，仲間と共に多面的・多角的に考察し，表現することが

できる。（協調性） 

〇三次の町における人々の生活と環境について，よりよい町の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追求しようとしている。（主体性） 

〇自分の考えを持ち，自分と他者の思いや考えを比較検討しながら聞くことがで

きる。（コミュニケーション能力） 

事前連携・準備 

講師が地域の方であり，年度当初，学校に来られ，「歴史（小路）の研究をして

いるので，何か生徒の役に立つことがあれば言ってほしい。」と言われる。そこで，

総合的な学習の時間や社会科の出前授業とのつながりがあると学校側が捉え，１

学年会が講師の方と複数回連携を取り，計画した。その中で，学校（教員）が講

師の方に取組の概要を説明し，生徒実態と共に目指す生徒の姿（三次中学校区で

目指している資質・能力）の共有を行った。 

学習の流れ 

１ 【社会科】「小路」をキーワードに三次の町を観察し，これからの三次を考え

る。（講師の方による出前授業） 

 ①三次町の歴史を知る。 

   江戸時代の地図からわかることを出し合う。 

   （暮らし，文化など） 

②古い地図と新しい地図で比較する。 

  江戸時代と現在の地図からわかることを出し合う。（個人→グループ） 

③現在も現存している「小路」について考える。 

  「小路」を大切にされている人の思いを知る。（考える。） 

※この時間で学習したことを，総合的な学習の時間「グッドタウンみよし」に

つなげる。 

２ 【総合的な学習の時間】 

三次活性化のための「稼げる観光」を考える学習へ 

①これまで三次について学習してきたことを振り返

り，これからの展望を持つ。 

②歴史のある「小路」を生かした取組を考える。 

②個人の課題を見つけ，整理する。グループで協議し，課題解決までの道筋を
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えがく。（ゲストティーチャーとともに「小路」を用いた稼げる観光を考える。） 

③ゲストティーチャーによる町内巡り。 

・自分たちが考えた計画を実際に現地へ赴き，実現に向

けて考える。（グループ） 

④まとめ，発表 

・得た情報をまとめ，動画の作成・発表をする。 

成果（生徒の振り返り，教職員や地域の方々の思い）と課題 

（生徒の振り返りより） 

・80 年前は三次が盛んな町だったということ，また三次の町は自然につくられ

たのではなく，過去にさかのぼると，武士や町民が計画してつくっていった町

だということが分かった。 

・講師の方に小路のことについて教えてもらい，そのことが，グループだけでは

思いつかなかったアイデアのヒントとなった。班でよく話し合って友達の意見

を聞くうえで自分からも意見を出すことができていたので，コミュニケーショ

ン能力，協調性の力が高まったと思う。 

・小路を使ったスタンプラリーで悩んでいたら，講師の先生が「お店の方に協力

してもらうのも」ということを言われ，小路の周辺にあるお店を友達と協力し

て調べることができた。 

・小路を実際に歩いたことで，どこに何があるのかが分かった。石碑などを利用

してクイズを作成することを提案することができた。 
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（４） 職場体験活動（中学校２学年） 

Ｑ 職場体験活動を，どのように計画・実施すればよいのだろうか。 

【図１】 

 

 

 

【図２】 

 

 

 

昨年度までの活動【図１】では，学校が全ての連携を行っていましたが，今年度の

活動【図２】では，ＣＳの方と共に，実施趣旨や目指す資質・能力を確認したり、各

事業所との連携をしたりしました。実施依頼において，【図２】の内容を共有したこ

とで目指す資質・能力が発揮される具体的な場面について各事業所の担当者と共通

認識をもつことができました。 

職場体験学習の第１時にオリエンテーション※１を実施し，職場体験の目的を確認

します。  

事業所からも「特に力を入れている資質・能力」を出していただき，生徒の「働き

たい仕事」を優先するのではなく，「伸ばしたい資質・能力」を一番に捉えさせまし

た。そのため，「仕事が楽しかった。」「面白かった。」だけではなく，振り返りにおい

て「自分が意識していた○○（資質・能力）の達成率は〇〇％」と目的意識をもって

振り返りができたと考えます。担当学年の指導者が日常から「資質・能力を伸ばすた

めの職場体験である」ということを意識させたことで，生徒は目指す資質・能力に係

る自己分析として，「自己の強みを生かす」「弱点を理解し，克服していく」等，一人

一人が目的意識をもって職場体験学習に臨みました。 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

生徒自身が「身に付けたい資質・能力」を意識した取組にする。生徒には，自分の「つ

けたい（伸ばしたい）資質・能力」を明確にさせ，事業所の方には「特に力を入れている

資質・能力」を明示していただくことで，生徒の目指す姿や振り返りがより具体になる。 

※１ オリエンテーション（学年教員によるパワーポイントでの説明） 

①職場体験学習の目的，今後の日程（外部人材について，事前訪問等）を確認する。 

②職場体験学習を通して身につけてほしい３つの資質・能力を教師から説明し、生徒と確認する。  

（説明例）「〇〇という場面で△△できたら，協調性が身に付いたということです。」 

③３つの資質・能力のうちから，特に自分が身につけたい資質・能力を考えさせ，意識させていく。 
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〇事業所の方より【主体性】についての評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔で接する大切さを学び，１日目より３日目

の方が笑顔で接することができた。先生方はず

っと子どもたちに笑顔で接していてすごいと

感じた。【コミュニケーション能力】 

利用者の方に対し，自分から折り紙や

塗り絵をするなど積極的に取り組んで

くれました。 

祭りの計画に関わって，

ポスター作りを主体的に

取り組むことができてい

ました。 

子どもたちが勉強で悩んでいる時には一

緒になって考えてくれたり遊具やサッカ

ーなどで遊んでくれたりと率先して取り

組んでくれました。 
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〇職場体験成果発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験学習発表会では，いくつかのグ

ループに分かれて，タブレットを使って，

まとめを発表しました。この会には，全員

ではありませんが，職場体験でお世話にな

った事業所の方とコミュニティ・スクール

の方が参加してくださいました。 

 私の資質・能力に関わる目標は「協

調性，自ら積極的に他者と関わるこ

と」でした。   

 この目標に対する達成度は 80％

です。理由は，慣れてくると楽しく，

自分から子どもたちや先生方と関わ

ることができたからです。 

挨拶など意識され，協

調性の達成度７８％は

素晴らしいですね。自

分から進んで行動され

た結果ですね。 

「言葉で伝え合い，自

分から行動する」の達

成度７０％が嬉しいで

すね。体験された感動

や思いが伝わり，とて

も良かったです。 
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（５）職場体験前の就職採用試験模擬面接（中学校２学年） 

Ｑ 就職採用試験模擬面接とは，どのように実施すればよいのだろうか。 

就職採用試験模擬面接は，「勤労に対する考えを深めるとともに，自己を表現す

る力，自己を認識する力の向上を図ること」「職場体験学習に向けて，企業（仕事）

に対する考えを深めること」を目的として実施します。商工会議所へ依頼し，１２

社が協力してくださりました。この模擬面接は，「中学生が採用試験に応募してき

て，面接を受けている」という想定で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面接評価シ－ト(面接官) 面接評価シ－ト(生徒) 

ポイント 

就職採用試験模擬面接として実施する際，生徒が「自分を見つめ直すこと」や「相手

意識をもって自分の思いを伝えること」につなげることが重要である。 
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（６）将来の進路選択に向けた外部人材を活用した面接体験について 

（中学校３学年） 

「社会人として必要なコミュニケーション能力及び進路を実現させる力を身に付

けさせること」「企業の方の視点で面接を行うことで，将来の職業選択を視野に入れ

た自己の進路への自覚を深めさせること」を目的に，中学校３年生で実施しました。

はじめは各企業それぞれへの依頼ではなく，管理職を通して，三次商工会議所へ依頼

し，三次商工会議所が窓口となり，企業 1１社が協力してくださることとなりまし

た。 

面接官との連携の流れ 

・三次中学校区で目指している資質・能力を意識した面接及び評価をお願いした。 

・評価については，はじめに管理職（校長）が各面接官と直接連携を行った。資料

として，「評価シート（見本）」，目的・概要・当日の流れの入った「企業の方によ

る中学生の面接体験について」，「自己表現カード（見本）」を用いた。 

さらに面接日１週間前に，実際に面接を行う生徒が書いた「自己表現カード」を 

面接官に渡す。当日も，面接実施前に担当教諭より説明を重ねて行う。 

・「中学生が公立高等学校入学者選抜（一次選抜），自己表現及び面接を受けている」

という想定での実施であること等，面接の目的を伝える。 

※評価シートでは，「公立高等学校入学者選抜で用いる評価表」の「ア 自己を認

識する力」「イ 自分の人生を選択する力」「ウ 表現する力」を各５点満点で

評価するとともに，「三次中学校区で目指している資質・能力」の３観点「コミ

ュニケーション能力」「協調性」「主体性」を「具体的な評価」をもとに「ＡＢ

Ｃ評価」。また，「面接を終えて」として面接官よりコメントの記入をお願いす

る。 

・高校や大学で「こんな勉強をしておくとよい」「こんな力をつけておけばよい」

等，生徒に伝えてもらうことを確認した。 

Ｑ 外部人材を活用した面接体験とは，どのように実施すればよいのだろうか。 

ポイント 

面接をしていただく企業（面接官）と細やかな連携を行うために，「面接評価シ 

ート」を活用する。 
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生徒は，評価項目の明確化，具体

化を図り，「面接前」「面接後」「面接

官の評価を受けて」の場面の自分を振

り返りました。生徒は自分自身の変

容を客観的に捉えることができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面接評価シ－ト(生徒) 
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（７） 児童生徒の PDCA サイクル 

Ｑ 児童生徒は，ＰＤＣＡサイクルをどのように回せばよいのだろうか。 

 

 

 

 

 

児童生徒も学びを計画・実行・確認・改善していくことは大切です。ここでは「キ

ャリア・ログ」を活用し，ＰＤＣＡサイクルを回している取組例を紹介し，本中学校

区の調査結果から児童生徒の変容を見ていきたいと思います。 

本中学校区では，「キャリア・ログ」を「自分の学びをふりかえったり，蓄積した

りするもの」「自分の成長を感じるもの」として捉えています。 

〇河内小学校の取組例 

（三次中学校区資質・能力系統表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 
児童生徒は，「キャリア・ログ」を活用し，年度当初に身に付けたい力について確認す

る。そして，１年間でその力がついたかどうか，ルーブリックや振り返り表を用いて振り
返りを行い，その振り返りをもとに改善したり，新たな課題を考えたりすることができる
ようにする。 

児
童
と
共
有
で
き
る
言
葉
で
示
す
。 

P 
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☆「キャリア・ログ」の記入にあたって 

学年で身につけさせたい力の３つの観点を，１つずつ指導者が説明する。 

【説明する際の留意点】 

① 年度初めに全校朝会を行い，三次中学校区でつけたい力について，児童

と共有した。その際，中学校卒業する時のゴールの姿を示し，小学生で

つけておきたい力について「３つの力ルーブリック表」を用いながら説

明し，確認する。 

②  「キャリア・ログ」の活用について，指導者は，担任しているクラス

の実態をふまえ，「３つの力ルーブリック表」の中から，「今年はこれを

特にがんばってほしい」ということを「キャリア・ログ」【１】の中に書

き込む。それを基に，①の全校朝会後，指導者は，「今年度特につけてほ

しい力（３つの観点から１つずつ）」を話す。 

③  その後，児童は特にがんばりたいことを１つ選び，1 年間の目標とす

る。（「4 年生が終わったときにこんな自分になりたい」の欄【２】）その

後，1 学期の「こんな自分になりたい」【３】を記入する。 

④  1 学期終わりに振り返り，2 学期の目標を決める。2 学期末にも振り

返り，3 学期の目標を立て，1 年間の終わりにはその目標が達成できて

いるのか振り返る。 

⑤  毎学期の振り返り後，指導者がコメントを書く。（担任外の先生がコメ

ントを書くことも子どもの励みになるのではないかと考える。）あらゆる

場面での評価があってもよい。 

 

このようにキャリア・ログを活用することで、教育活動全体でつけたい資

質・能力を意識し育てていくことができる。 

【１】 

【２】 

【３】 
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【つけたい力をもとに，「できた度表」（授業でのルーブリック）を作成】 

 「キャリア・ログ」の記入を踏まえ，日々の学校生活では「できた度表」

を活用しました。これは，それぞれの教科の単元で，「ここは資質・能力

の向上が期待できる。」（資質・能力の発揮・向上を見取ることができる）という授業

の終わりに書かせます。児童は，「できた度表」に色をぬることで，視覚的に自分が

どのくらい達成できているかについての振り返りができるので，自己を認識しやす

くなります。また，これから更にどんなところを伸ばしていかなければならないのか

を考える指標にもなります。授業では，次の学年でのステップアップするための記録

としてファイリングして残しています。 

※河内小学校は複式学級であるため，上学年になった時に，昨年度のファイルを参 

考にしたり，学習をブラッシュアップしたりするための手立てとして活用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動を振り返る】 

 

 

 

 

 

C 

D 

【できた度表（ルーブリック）に係って】 

児童は記録を残し，次の学習へ繋げていく。これまでの記録をファイリング

し，児童の自己評価と授業の姿を照らし合わせ，「授業のねらいに達成している

か」等の評価を行う。さらに，子どもへの指導や助言，自身の授業改善や次年

度の活動に活かすことができる。 
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【特別活動の中での振り返り】  

児童一人一人によって伸ばしたい力は違うので，伸ばしたい力を自分で

選び，その力を意識しながら活動し，ふりかえりを行えるようにしまし

た。記録をとることで，学期末のキャリア・ログ記入での手立てにもなります。

「キャリア・ログ」「できた度表」「ふりかえり」をもとに，今後の課題を見つけ，

次年度に生かしていきます。そして，ブラッシュアップを図ります。次年度の目標

は，「キャリア・ログ」で再び示されます。 

                      

「キャリア・ログ」には，学期末毎に

指導者から，年度末に保護者から一言

メッセージを書く欄があります。参観

日等で児童の変容を感じた保護者から

肯定的なメッセージをもら

ったことで，児童は「次年

度はこんな力をつけた

い！」と意欲を高めること

ができ，PDCA サイクルを

回すことができます。 

 

 

 

 

A 

（具体例） 
①児童の思い 
「コミュニケーション能力を高めたい。みんなの前で大きな 
声ではっきりと発表できるようになりたい。」 

②「キャリア・ログ」の目標に設定 
③授業では「できた度表」の活用，特別活動では「ふりかえ 
り」を行いながら，目標をもって活動 

④毎学期の自己評価，指導者による評価 
⑤参観日等での児童の変容「積極的に発表できるようになる」 
⑥学期末の教職員，保護者のコメント 
⑦さらなる意欲の向上 
⑧次の学年での目標へ！ 
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３ 成果と課題について 

① 3 年間の経年変化【i-check 全国比(pt)による経年変化（中学校）】 

【表１】 

育てたい資質・能力について，同一集団による経年変化【表１】からは，着実にそ

れぞれの能力が向上してきていることが分かります。仲間との関わりと共にオリジ

ナルカリキュラムの取組をはじめとしたコミュニティ・スクールを中心とした外部

講師との関わりが大きいと感じました。コミュニティ・スク－ルを生かしたより組織

的なキャリア教育の推進を通して，主体的な学びにつながる自己指導能力の育成に

つながったと考えます。 

 

② 令和５年度総合質問紙調査（i-check）結果（三次中学校区） 

総合質問紙調査（i-check）

をもとに，令和５年度の７月

と１月を比較し，目指す資質・

能力を分析したものです。こ

れらの調査結果から，３つの

資質・能力において，前年度課

題であった協調性の向上が見

られるとともに，小学校では

コミュニケーション能力においても成果が表れる結果となりました。一方で，小学

校中学校共に主体性，中学校においてはコミュニケーション能力に課題が見られま

した。特に，主体性としては「ものごとを最後まであきらめずにやりぬく」「次に何

をすべきか自分なりに判断して行動する」，コミュニケーション能力としては，「学

校生活の中で他の人が発言したり，発表したりするときに質問をしている」「他の人

と同じ意見だった場合でも，自分なりに考えて発言している」の項目が低いことが

分かりました。 

 

資質・能力 質問項目 令和３年７月 令和 5 年７月 変容 

コミュニケ

ーション能

力 

他者の意見を踏まえ，思いを

伝える        他 

【中１】 ８．６ 【中３】５７．８ ＋９．２ 

【小６】４４．９ 【中２】４８．８ ＋３．９ 

【小５】４０．７ 【中１】４６．２ ＋５．５ 

主体性 最後まであきらめず判断行動 

成功体験・自信 

【中１】７８．２ 【中３】７７．８ ▲０．４ 

【小６】７３．０ 【中２】７８．２ ＋５．２ 

【小５】６８．５ 【中１】７３．５ ＋５．０ 

協調性 他者からの評価 

友達の支え 

【中１】５２．６ 【中３】６７．６ ＋１５．０ 

【小６】４３．２ 【中２】５０．０ ＋６．８ 

【小５】３９．７ 【中１】４７．５ ＋７．８ 

    ７月 １月 増減 

コミュニケーション

能力 

小 53.8% 55.0% 1.2% 

中 50.9% 47.6% -3.3% 

協調性 
小 52.3% 56.8% 4.5% 

中 54.8% 58.8% 4.0% 

主体性 
小 78.5% 77.3% -1.2% 

中 76.9% 70.0% -6.9% 
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③ キャリア教育担当者会議における協議内容 

  「第４回三次市キャリア教育推進協議会」において，各校の担当者よりデータに

基づく児童生徒実態の分析を行いました。すると，各校の成果から，次のようなキ

ーワードが挙げられました。 

三次中学校 河内小学校 三次小学校 

成果【主体性】における 

    自己肯定感の向上 

・「向上心」には課題があ

るが，自己肯定感は高い傾

向にあるため，子ども・教

師・地域のつながりを意識

した取組が効果的であっ

た。 

・生徒はめあてに対して

の振り返りを行うが，それ

に対する教師のコメント

で意欲向上につながった。 

・外部人材による生徒へ

の肯定的評価が生徒の達

成感につながった。 

成果【コミュニケーショ 

      ン能力】における 

発信力 

・複式学級であり，普段か

ら相手意識をもち，互いに

受け入れ，安心できる土壌

や雰囲気づくりがある。 

・視点を明確にして発表

させる。どういった発表が

分かりやすいのかという

ポイントの共有，スキルの

向上をもとに，自分なりの

表現をさせている。 

成果【主体性】における 

成功体験や自信 

・「向上心」には課題があ

るが，「成功体験や自信」に

関する項目は高い傾向に

あるため，活動を仕組むと

き，子どもたちの意見をで

きるだけ実現できる方向

に連携し，子どもたちが必

然性を感じるような目的

意識をもたせた。 

・生徒は，担任だけでな

く，地域の方からも認めら

れることで達成感があっ

た。 

 

④ 今後に向けて 

 

 

 

 

 

 

・今後も２小 1 中で連携し，コミュニティ・スクールを活用した取組の中で，

地域の方とも協働し，共に児童生徒の成長を支えていく。 

・引き続き，子どもたちに目的意識をもたせ，各教科等と他の教育活動のカリキ

ュラムマネジメントをもとに，資質・能力を身に付けさせていく。 

・主体性における「向上心」について，教師は手立てをしすぎるのではなく，生 

徒が失敗しながらも試行錯誤し解決しようとする姿に寄り添っていく。 

・向上心をもつためには，自分に自信をもって取り組めるように，日々の授業の 

中で，「できた」「わかった」を人と比べるのではなく，「自分」を見つめ，成 

長を認められるように教師が見取り，肯定的評価を行う。 

・子どもたちが身に付けた資質・能力を，自ら発揮できる活動を仕組んでいく。 

・外部との事前連携を密にして，目的・身に付けさせたい資質・能力を共有す

る。 

する。 
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おわりに 

本校区では，三次市を担う子ども

を育成することの重要性についてメ

ッセージを発信し，キャリア教育を

社会全体で取り組むことが必要であ

ることの機運を醸成しています。具

体的には，毎月コミュニティ・スク

－ル活動機関紙として「ともえ

2040」を中学校区全 2400 戸に配

布し，コミュニティ・スクールの皆

さんの関わりが，地域の方，学校の

役に立ち，子供たちの学びが豊かに

なっていることを伝えています。 

「キャリア教育をどのように進め

ていけばいいのだろう…。」という思

いからスタートした取組でしたが，

コミュニティ・スクールとして地域

と学校が一体となり，持続可能な取

組に進化しつつあると感じていま

す。それは，学校と地域が共に「地

域に貢献できる人材（児童生徒）の

育成」を目指し，互いの意見や思いを大切にし合う関係が築けているからこそで

す。目指すゴール（中学３年生までにつけたい力）を明確化し，児童生徒の成長を

見つめ，支え，励ましていくことで，「９年間を通した取組」がより充実したもの

になります。 

本校区が指定を受けて，「児童生徒一人一人のキャリア形成と自己実現に向けて

地域と共に取り組むことの大切さ」を実感し，「地域とのつながり」を通して「９

年間の学校での学び」をより深めることができると確信しました。学校運営協議会

委員の皆様には感謝しかありません。 

この手引きを読まれている各校の皆様にとって参考となれば幸いです。読んでい

ただき，ありがとうございました。 


